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必要 で あ る と考 え られ る。

　本研 究は、シ ン ガポール の 福祉居

住施設 整 備 の 現 状 を 把握 し、今 後 の

シ ン ガ ポール に お け る施 設 整 備 に 生

か す こ と を 目的 と して い る 。

2 ．シンガポ
ー

ルの施設整備の 概要

2−1

AbstractThis

　study 　discusses 　the　actual 　situation 　of　welfare

residential 　 facilities　 in　 Singapore ．　 The 　facilities

management 　for　elderly　is　needed 　in　Singapore　because

the　population　is　aging 　 rapidly ．　The　study 　aims 　to　use 　the

findings　for　the　facilities　planning　of　a 　nursing 　home ．

1．は じめ に

　 シ ン ガ ポール は 東 南 ア ジ ア に位 置 す る 小 さ な 国 土 に 多

くの 人 口 を有する過密都市国家 で あ り、多民族から構成

さ れ て い る 。 多民族 か ら形成される シ ン ガ ポール は、外

国人労働者 の 受け入れにも非常に積極的な国 で あり人 口

の 約 25％ は 外国人 で構成され て い る。

　現在、シ ン ガポ
ー

ル 国内で は 開発が盛 ん に行 わ れ て お

り、そ れ に は 日 本 の 企 業 や 建 築 家 も 多 く参 入 して い る。

そ の よ うな 発 展 と共 に シ ン ガ ポール に も 高齢 化 とい う社

会問題 が 深刻 に な りつ つ あ る 。 高齢者人 口 は 現在 8、7％

と少 な い が、2030 年 ま で に は 19 ％ に 達 し （図 1
’ z

）、

そ の 高齢化ス ピードは か つ て の 日本を 上 回 る 予測 が 立 て
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　　 福祉施設整備の方針と制度的枠組 み
＊ 3

　シ ン ガ ポール で は 高齢化 社会へ の対応 と して高齢者の

入 居施設 を増 や す方針で あ る、そ の 中 で最 も整備が進 め

ら れ よ う と して い る の は ナー
シ ン グホーム で あ り、現 在

で も 全体ベ ッ ド数は 9，200 床 と居 住施設で 最 も普及 し

て い る。今後 10 年間 で VWO
＊ 4

と民間運営 の も の を 合

わせ て 141000 床まで 増やす見通 しが 立 て られ て い る。

　また、今回 調査を行 っ た施設 は 4 施設種 で あり、表 1

の よ うな制度 の 枠組みに 分けられ る。

Z・2　ナーシ ン グホー厶 の ガイ ドライン

　 ナ ー
シ ン グ ホーム の 設置 に 係 る 推奨基 準を示 し た

2002 年に発 行 さ れ た ガイ ドラ イ ン
＊ 5

よ り、入 居者 の 居

室 ・生 活 空 間 に 関 す る も の は、「1 ベ ッ ドに つ き 最 低 6

  を確保」、
「それぞ れ の 入居者に つ きベ ッ ド ・枕、ロ ッ

カー・イ ス 等 を 用 意 す る」 「ユ ニ ッ トごと に 60nf の デイ

ル ーム を設け る」 な どの事項が示 さ れ て い る 。 ま た こ の

ほ か、「ス タ ッ フ寮を施設 に含む こ と」 「200 床程度 の 施

設が望 ま しい 」 とい っ た こ とが記され て い る。

3 ，シ ン ガポール の 柵祉居住施設計画の 実態

3−1　 研究 の 方法

　 シ ン ガ ポ ール の 人 口 構成 や 福祉制度な ど の 概況を把

握・整理す る J また、2010年 8 月 23 日〜9月 1日 の 間 に、

シ ン ガポ
ール 国内の 福祉居住施設 9 施設 に つ い て 視察

調査、職員また は施設長へ の ヒ ア リ ン グお よ びア ン ケー

ト調査を行 っ た
＊ le

そ れ に よ り施 設 の 建築計画 の 特徴

を整理す る。ま た、表 2 に 調査事例の 概要を 示 す、

3−2　入 居 者 の 特 徴

　施 設 の 入 居 者 の 症 状 は 概 ね 表 1 に 示 し た 枠組 み 通 り

表1調査施設の制度枠組み

管轄 施設種 施設数 腰

保 健省 ナ
ー

シ ン グ VWO 運 営 ：主に 高齢者 ・認 知 症患 者 を対 象 とし

ホ
ーム 29施設 たケ ア施設．VWO が運 営 してい る

民 間 運 営 ： もの と民 間 運営の もの に 分 け られ

32施設 る。
精 神科 ナ ーシ 3 施設 主 に精神科患者を対象 と した ケ ア施

ン グホ
ー

ム 設。
社会開発 ウ エ ル フ ー 10施設 貧困者、扶獲者の い ない 困窮者を収

ス ポ
ー

ツ ア
ー
ホ
ー

ム （うち 6施 設 容 し、介護や社会復帰の援助を受け

省 は 同 一敷 地 るた めの 施設 。施設に よ り、そ の対

内 ） 象者はホ
ー

ムレスから児童、精神科

患者まで ざまざま である。
レジ デ ン シ ャ 成 人 向 け 施 貧 困者や 扶養者が いな い、先天性 知

ル ホ
ーム 設 6施設 的障害者を対象と した施設，

表2調査施設の概要

施設種別 施設名 開 設年 定員 入 居者の 擬要

ナ ーシ ン グ

ホ
ー

ム

N1 施 設 2003 約 200 高齢、認 知症

平 均年齢 80歳以上

N2 施設 1999210 高齢、認 知症

N3 施設 2000401 高齢、認知症、精神科 5％

精神科

ナ ーシ ン グ

ホ
ー
ム

P1 施設 2006192 精神科 （
一
部認知症〉

平均年 齢 69歳

P2施設 2005208 精神科 90％ 、認知症 10％

ウ エ ル フ エ

ァ ーホーム

W1 施設 2002Z13 精神科50％ 、ホ ーム レス 50％

平均年齢 62 歳、男性の み

W2 施設 2002235 精神科

平均年齢 50歳以 上 、女性の み

レジデ ン シ ヤ

ル ホ
ー

ム

田 施設 ZOO1116 知的障書

入居者 年齢 16〜65歳
R2施設 199B132 知的障害

平均年齢 44歳
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で ある 。 しか し 、 N3 、　 PH2 施設 、 W1 で は 主な 対象

は定ま っ てい るもの の 、異な っ た症状の 入居者が
一
部混

在 して い る場合があ る こ とが 分か っ た。ま た VWO は宗

教 に よ る 団 体が主 で あ る が、受け入れ体制 に 人種や宗教

を 区 別 し て い な い が、食事 の 配慮が 個別に さ れ て い る。

3−3 施設 に 共通 して み られ る特徴

  大規模な施設計画

　200床程度 の ベ ッ ド数を 持 っ た 施設 が ほ とん どで あ

り、比較的大規模な計画 が 多 い 。　国 土 が 狭く 国 民 の

80 ％ が 公営の 高層集合住宅 に 住 ま う シ ン ガポール に お

い て は適正 な 規模で あ る と考え られ る。

  外国人 ス タ ッ フ 寮

　ケ ア ス タ ッ フ は ほ ぼ 外 国人で 構成 さ れ、外国入寮 が 施

設内の 施設上階や各階 の
一．一
部 の エ リ ア に併設され て い る

（写真 1）。寮の 設置は外国 人 ス タ ッ フ の 住処 の 確保 と い

う面 だけ で な く、夜 間 に も ス タ ッ フ が施設 内に 多 く滞在

して い る とい う こ とか ら、入居者 の安全・安心に つ な が っ

て い る。 多民 族 か ら形成 さ れ、外 国 人 労働者 を積極的

に 受 け入 れ る 国 で あ る か ら こ そ の 特 徴 で あ る と言 え る。

  気 候 ・ 風 土 に 関 達 した 計画

冷房 は 入居部分 に 関 して 整備ざれ て い ない 場合 が 多 く、
コ ス ト低減

・通 風 の た め 壁 の 設置 も 最小限で あ り、デ イ

エ リ ア等、壁を持た ない エ リア も多数存在する （写真 2）。

衛 生 面
・
快適環境か ら も通風・換気を重視 した 形態 （ル

ー

バ ー ・ヴ ォ イ ドの 多用 ・通風用ペ リメ
ー

タ
ーゾー

ン 〔P2

施設 ）） を と っ た 施設 が 多 く見 られ 、風通 し の 良 さ が シ

ン ガ ポール に お い て は 重 要課題 とな っ て い る。

5 ．精神科ナーシ ン グホーム プ ロジ ェ ク ト

　現在 300 床の精神科ナーシ ン グホーム が計画され て

お り、そ の 概要 に つ い て 報告す る 。 階層 ご との 入 居者

の 症状、主 な諸施設を図 5 に 示す。本計画 に お い て は

多様な症状を持 つ 入所者 が 混在 し て お り、30 床 ご と に

デイ ス ペ ース を持 つ 生活単位 と し て の ユ ニ ッ トを 10 ユ

ニ ッ トが 設 け ら れ て い る。ま た、中間 階 に 食堂 な どが設

け られ、歩行可能入居 者 は ス ロ
ープを利用 す る。中庭 や

こ の ス ロ
ープ周辺 で は 入居者 の 心 理的癒しを 目的と した

ヒ
ーリ ン グガーデ ン が 設 け られ て い る。ヒ

ーリ ン グガー

デン の 計画 は 設計者選定 の ポ イ ン トで あっ た。

図 2 基準階レイ ア ウ ト
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図 3　外観パース

写真 1 外国人ス タッ フ寮 （P2｝　 写真 2　腰壁の みの 居室 （N1〕

4 ．ま と め

　 シ ン ガ ポール の 福祉 居 住施設 で は、多民族 ・過密都市

国家 とい う背景 や 熱帯性 の 気候 に よ っ て 、日本 と は大 き

く異 な っ た 計画がされて い る 。 また、入居者の 症状 の 内

訳 につ い て は 明確 に分け られず症状が混在 して い る場合

も多 い。外国人 ス タ ッ フ寮 に つ い て は、日本 に お い て も

外国人介護ス タ ッ フ の 受け入れ の 是非 に つ い て議論され

て い る話題 で も あ る。今後 の 日本 の 動向に よ り、外 国 人

介 護 ス タ ッ フ の 住 処 を 提 供 す る に あ た り、シ ン ガ ポール

に お け るス タ ッ フ 寮は大い に 参考 に で きる と言 え る 。
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スタ ッ フ寮　　　〔30名 ・男性）ス タッ フ 寮　 　 BO 名 ・女性）

精神科 ｛歩行可 ） 30床 （男 性）精神科 （歩行可〕30床 〔男性）

精神科 （歩行可〕 30床 （男性 〉知的障害　 　　 3D床

食堂兼多 目的ホ
ー
ル、厨房 管理、リハ ビリ

精神科 （歩行可）30床 〔女性）精神科 （歩行可｝30床 （女性）

精神科 （非歩行） ヨ0床 　　　　精神科 〔非歩行） 30床 屋上庭園

認知症　　　　 　3D床　 　　 認知症　 　　　 30床 サ
ー

ビス

図 5　階層図

＜ 註 ＞

1） 入居 者概要や生 活様態 に っ い て の 内容。た だ し事例に よ り設問回

答率に ば らつ き があ る。
2）WD ［ld　Health　OrganiZation　West已m 　Pac丗 c　RegiDn　HP 参照。　http〃 www ．
wpro 　who ．int／homE．htm
3） 以 下 を 参照。Ministry　Of　Health　HP ：http：〃www ．moh ．g。v、sg ／、
Ministry　of 　Community 　Development 　and 　Sports　HP ；http．〃 appl ．
mcys ．90V．sg／
4）Voluntary　Welfare　Organ 臣ation ：シ ン ガ ポール の 非営利福祉団体。

瓢鯉職 翻 器 聽飜 鑑獣、畧鑑、概 濃 蹴
nursingthornes ．pdf

　
’ 三 重大学大学院工学研究科 教授 ・工 博

　
＊ ＊

三 重大学大学院工 学研究科 博士後期課程
嘱

三 重大学大学院工学研究科博士前期課程
＊ ＊ ＊ ＊

三重大学大学院工学研究科助教 ・工博

　
＊Pro£，　Graduate　School　of　Eng．，　Mie 　Univ．，　Dr．　Eng．

　
＊累Graduate　Student，　Gradtlate　School　of　Eng，，　Mie　Univ．

糊 Graduate　Student，　Graduate　School　of　Eng ．，　Mie　Univ．
＊ 鰰 Assistant　Pro£，　Graduate　School　of　Eng．，　Mie　Univ．，　Dr．　Eng．

一 224一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


